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この報告書は日本道路公団大阪建設局より委託を受付、昭和58年 5月に実施

した日本道路公団四fl条畷職員荷舎建設にか‘る緊急発掘調査の概要報告である。

当遺跡は四篠田設市西南部に位置し、標高 5.5mの地点にある。往古には河内

湾がこの付近まで深〈入りこんでおり、その後河内湖となり、その名残りの深

聖子池は、江戸時代中頃まで存在し雁屋浜と呼ばれた船っき場もこの附近に所在 

Lていた。

調査の結果、表土より約 3m下から弥生時代中期の土器棺が出土した。弥生

時代第 E様式の斐と鉢を転用したこの土器棺は、ほ J完全な姿で出土している。

また約30cmの溝状遺構上面より弥生時代前期初頭に位置する大壷が出土した。

これらの発見は、河内湖東北部に接する弥生時代遺跡分布に貴重な証拠を示

したものであり、特に前期初頭の大壷は、今後の学術資料として重視されるこ

とで、あろうと E、われる。

調査に当っては、大阪府教育委員会ならびに日本道路公団大阪建設局をはじ

め関係各位のご指導、ご協力をいた Jき、 二、 l二深甚なる謝意を表する次第で

ある。
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1 .本書は、凹f謀略市教育委員会が、昭和58年度に日本道路公団四篠田主職員宿舎

建築予定に係る埋蔵文化財発掘調査として、 日本道路公団大阪建設局より委

託を受けて実施した四候畷市雁屋北町370番� 1 ，370番-2に所在する雁屋

遺跡発掘調査の概要報告書であるの� 

2.調査は、昭和58年� 5月2日に着手し同年� 7月� 8 E1まで発掘作業を行ない、

その後、昭和59年� 3月31日まで整理作業を行った。� 

3.発掘調査は、回協畷市教育委員会社会教育課技師・野島 稔を担当者とし、

調査補助員として、堂芯栄列i、川本 英があたった。� 

~~H土遺物の整理・実測などについては、野島 稔、川本 英、前田 暢、

キ本 清文、吉田武司、� JJI本三智子、秋山敬子、 1:野和歌子、岡田佳子、泉

節子、西尾牧子、南野智子、白石由香があたった。� 

4.本書の執筆は、野島 稔が行った。� 

5.発掘調査の進行・報告書作成などについては、同志社大学・瀬川芳則、大

阪府教育委員会・井藤 徹・堀江門也、東大阪市教育委員会・下村晴文・阿

部嗣治、大阪市立博物館・文珠省三、寝屋川市教育委員会・塩山則之、 田原

本町教育委員会・藤田三郎、(財)枚方市文化財研究調査会・宇治田和生・三

宅俊隆・桑原武志、畷古文化研究保存会、四候畷市小中学校教育研究会社会

干特E会の諸機関、諸氏から種々のご教示をうけた。明記して厚く感謝の意を

表したい。� 

6.発掘調査の進行については、 日本道路公団大阪建設局には終始懇切なご協

力をうけることができた。x.調査作業については、株式会社森組、奥野重機

の全面的な協力を得た。
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雁屋遺跡、発掘調査概要・ I
 

1.調査に至る経過

雁屋遺跡は、大阪府立回線畷高等学校の西約100メートルに位置する犬阪湾海抜5.5メー

トルの旧水田地に発見された弥生時代前期から後期と古墳時代後期、鎌倉時代の 3時期の

複合遺跡で、あります。
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第 1図雁屋遺跡調査地位置圏内  =112500) 
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この地域は、大阪府文化財分布地図には周知の遺跡として知られていなかった場所であ

った。 

1982年秋に四f~畷市雄尾北町370番 l 、 370番 2の旧第一トラック用地にむいて、日本道

路公団大阪建設局から四候畷職員宿舎建設予定の計画が四侮畷市lニ提出され、各関係i引けE3

とのtbH義がなされた O

市教育委員会として、今回の宿舎建設予定地の東側にある府立四候畷高等学校建設中に貝

殻及び土器片が採集されていたと伝えられていた。しかし採集品の土器片を実見していな

いため時代・出土状況などは不明であったが、市開発指導要項に基づき試掘調査を実施す

る旨を日本道路公同に伝え、 1983年 2月 1日から 5日間の予定で遺跡、の有無及び基本層序

を正確に把握するための試掘調査を実施した。

試掘調査の結果、地表下約2.5メートルから弥生時代前期の遺物包含層・黒色粘土層が確

認され、この層内から弥生時代前期(畿内第 I様式新段階)の査・饗の土器類が出土した。

試掘調査によって検出された遺跡について、大阪府教育委員会及び文化庁へ遺跡発見届

出を行なった

日本道路公団と市教育委員会が再〈にわたり協議の結果、宿舎建設予定地と浄化槽の約 

420平方メートルの全面発掘調査を 1983年 5月から 7月までの予定で本格調査を実施した O 
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H 遺跡の位置と歴史的環境� 

1H係!長遺跡は大阪府/1則廃畷市雄屈に所在する o [Jg候畷r/iは;た阪府の北東部に位置し、奈良

県との県境になる O 西は寝屋川市、 r~î'土大京市、北 tmは交望f市に隣接する東経135 0 38'、北

0緯3444〆にある� 地勢の東半分は生駒山系支派の山地となり、J:.として第� 3則花Iki告によO

って形成された地質である c 北部平坦地はこれら山地から流出された砂礁による沖積層と

なっている。

本市のほぼ中央を南北に通じる束尚肝街道沿いには、中世の掘立柱建物跡・井戸・議等

の遺構が存在し、また、*内.に通じるi青滝街道沿いには中世のH与期に清j竜・逢阪千軒と呼

ばれたr.fl快村落が栄えていたことがうかがえられる。このように問篠畷は陸路交通の要地

として地理的に重要な位量を占めでいたニとは、原始の時代から文化的先進地域の様相を� 

2し、多くの遺跡の存在が知られている。

当遺跡、は空駒山系の西側斜面から流出する江瀬美川の左岸にある。このa:瀬葵川は結l玉

川を経て大阪湾に注いで、いる� O

生駒山系の西側斜面の枚方台地は、北は八幡丘陵から南は南野丘陵までの淀川左岸にひ

.交11Jろがる広大な丘陵、段丘があり、この枚方台地は大きく北から枚方市船橋川・穂谷

野市天野川・寝屋川市寝屋川・間保畷市讃良111.清滝川という中小河川によって聞かれて

いる� この枚方台地には原始・古代の幾多の遺跡の存在が主1Iられている。C

最近になって旧石器時代の遺物を発掘調査によって明らかになってきた� 枚方白地の旧C

石器時代遺跡としては、現在のところ20遺跡が知られており、特に国府兵jJのナイフ形石器

・有舌尖頭器がIl¥士している枚)jrti楠葉東遺跡、ナイフ形石器・小型舟!丘形石器・石械が

出土した津Hl三ツ泌遺跡、科目i器・石核カ"11¥1:した藤阪古11I遺跡、国府型ナイフ形石器・

石械がIfJ，土した交野市神山寺遺跡、ナイフ形イi出・細石器.Îlリ 25 ・彫器・磯出 !f;'~ を出土し

た I珂憐畷市更良岡山遺跡、木葉状尖頑 2;i が'tH土した岡山 r~j遺跡、1ifÇ-尖煩誌を出土したド旬

古墳附近にむi忍ifi、問篠田袋1:川市打一h¥山ド遺跡が知られている。他に表面持集された寝� 品j

いてもナイフ形石器が持集きれ� (.tJv)、m石器文化研究1:枚方台地はきわめで重要な位置

をしめしている。

縄文ILy代には米粒文、� 111形文を施した押型)(:1:器を特徴と� 1令る上器が，'H土する交野市神

山寺遺跡、[ll.Jfr条畷市IIH反遺跡、東大阪rti神並遺跡において近畿地方でj1t古の土器が出土し

ている。� x、枚方rfi穂谷遺跡、大東rW'f川堂山にも 'jlHJIのj:l:::十が発見されている。，� 

前期には千i揺のみ採集された浮111:ツ池遺跡がまtIられる。 

I抑制には渦巻文や'，"載竹管支をもっ曲目心式� L出を出� Lする� [1L]保畷I訂作i山ド遺跡・砂遺跡、

交野市昆Hl旭遺跡があり、後期・晩期にはほぼ完形の出杯形 u:+・深鉢形J:器.i主rI土23・

土製勾玉・土偶等多泣の土器・石誌がtlu:する/lY篠田技市L，e良|判山遺跡、� [iliJ山市遺跡・清滝� 
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第2図 雁屋遺跡周辺地形遺跡分布図(S= 1/10，000) 

1.雁屋遺跡 3. 中野遺跡� 5. 墓の堂古墳� 

2. 奈良井遺跡� 4.間保畷小学校内遺跡� 6.塚脇遺跡

古墳群にむいても石銀、深鉢形土� *:Ul!fU:するう

枚方市交北城ノ山遺跡において滋賀里ょに系の深鉢形� f:*:tを転!日した理費遺構が鷲見されで

いる。

弥坐 H，f代については今 1111 の問篠田~j Ifjffll'li!遺跡から畿内:Ji1 H.r¥，IJ'段|:??の山さ約67cmの大

査が出土しており、古代川内汚の H年代で.'1t}北端で発見され、 ~tì l1 r内で最古の遺跡と知られて

いる。またl川係自主� rliH問。宣跡にわいて，iijWIt:の'丘が，'1'11:l.-でいるつ

中期初頭の畿内第H雌式のH、iHlIiこ山f見jる，:¥1-也Yl:!ti存の山Ii~川 rfî J.\.~遺跡や ~1n 様式~

第N様式に認められる直任 11.5m の 1;，大tj:幣穴式 fU'iN# を t つ/1 1 ノ 1111I遺跡、交 ~t城の山

a

i

-

遺跡で ~1ß 悼式から始まる }j 形 1M准基42法・月わυに 1ì:日跡 8 棟・ 1:域・ ifJi床式建物跡が険

If¥された湯川[土穂谷川 IJ<系i{}l、に ，� '0也している� J j
 後 n月の ~~V 悼式になると校 lJ 心・ 7ど~' r" i . ;トヨ!ぅ'.}IIdiのi定川� JdiU也t&にむいては数多く}，'.i，

{，:する (I::M"'jなものとしと� :t、小'¥!Jf/j:裂鈍ゃう〉制形/:;烈JIllか;'''''，� 1:した!町家1JI遺跡、六角� 
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形の竪穴式住居跡が発見された山之上天堂遺跡、鹿の絵の線刻した土器が出土した藤田山

遺跡、住居と墓地を V字溝によって分離した星ケ丘西遺跡、一棟の竪穴式住居跡から鉄銭

を含む53個の鉄器片が出土した星ケ丘遺跡等があげられる。

古墳時代について見ると、眼下に淀川を見下ろす水運との関係を考えなければならない

万年寺山古墳から 8面の銅鏡が出土している。え、直径25mの円墳と考えられ画文帯環状

乳神獣鏡 I面・銅鎌 6本・鎌形石製品 2個他を出土した藤田山古墳、粘土構内から硬玉製

勾玉・ガラ λ製小玉・碧玉製管玉・鉄剣・刀千を出土した交野市妙見山古墳、全長約90m

の前方後円墳で後円部に長さ約6.3m、幅約 1mの竪穴式石室を今なお見ることのできる忍

岡古墳がある。

交野市の森古墳群から前方後円墳と円墳を含む 8基の前期古墳群が確認されており、眼

下に巴形銅器・筒形銅器を出土した交野率塚古墳、中期になると枚方市禁野事塚古墳、牧

聖子車塚古墳、[回線畷市墓の堂古墳がある O 後期になると生駒山系西麓に数多く分布してお

り、特に大東市堂山古墳群・四篠田霊市清滝古墳群・更良岡山古墳群・交野市寺古墳群・倉

治古墳群・枚方市中宮古墳群・臼雄塚・比丘fr:!家・北河内最大の横穴式石室をもっ寝屋川

市寝屋古墳、終末期には国史跡指定されている石ノ宝殿古墳がよく知られている。

古墳時代の集落跡の発見は、四篠畷市が大半を占めている。四候畷 I布陣j山南遺跡の大溝

内から切妻造りの家形埴輪に 5個の堅魚木をつけたものや、円筒埴輪・蓋形埴輪・動物形

埴輪とともに木製下駄も出土している O 中野遺跡においては 5世紀後半の製塩土器や最古

形式の須恵器とともに勾玉・臼玉・紡錘車・木製剣が多量の土器とともに出土している。

隣接地の奈良井遺跡には実際に製塩作業を行った石敷製塩炉及び 1辺約40mの方形周溝遺

構の祭杷場が検出し、周溝内から多量の土器とともに手控ね土器・人形土製品・動物形土

製品・滑石製品がそれぞれ一括でIHi:している。え、同一j幕内から小型の蒙古系馬が埋葬

されていた O 古代から中世にかけての遺跡は各市にむいて数多く知られている。 
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調査概要報告

今回の江瀬美川左岸の四候畷市雁屠北町370-1番地は旧第 1トラックの社宅 2棟が1980

年頃まで建でられでいたもので今回は社宅 2棟を取り崩しその聞に 3階建 1棟が建設され

るための本確調査である。

調査は、 1983年 2月 1日から 5日間に旧第 1トラック社宅の浄化槽の西側に 5メートル

X7メートルのトレンチ(試掘穴)、 この場所は公団宿舎建物の東端に位置する。また、 

建物の中央部に 3メートルX7メートルのトレンチ、公団浄化糟の位置に 3メートルX4

メートルのトレンチの計 3ヶ所を設定して遺跡の有無及び遺構の保存状態と基本的な層序

の確認を行った。

試掘調査ではトレンチ設定のため遺構の存在は不明であったが全域にわたり黒色粘土層

の弥生時代前期(畿内第 I様式)の遺物包含層か耀認された。その際の基本層序は以下の

通りである。

A.基本眉序

調査地の東端に設定した第 1トレンチの北壁断面の基本層序は、第 I層(盛土)、 第 H 

層(旧耕土)、第困層床士、第百層黄褐色砂質土、第V層褐色砂質士、第刊層赤灰色砂質

士、第百層灰色粘土、第四層黒色粘土、第庇層黒色砂質土、第 X層黄白色砂層となる O 各

層は東から西ヘ少し傾斜しているが、これは地形によるものである。遺構のベース面であ

る第匝層下においでは全く傾斜面をもたないフラット面に検出されでい否 O

第 I層 盛士、旧第 1トラック社宅建設時に盛土造成を行つでいた。

第 H層 戦後まで水田であった。

皿

第困層 厚さ 12-15叩で全域に認められる。

第百層 厚き 25-30cmで東から西へ少し傾斜しでいる。

第 V層 厚さ 25-30cmで、第百層と同ピ傾斜をしている O

第M層 厚さ 20-25cmで全域に認められる。

第¥1層 厚さ 15cmで全域に認められる。

第四層 厚さ 12-18cmで弥生前期の遺物包含層。

第匝層 厚さ 10cmで第唖層同様弥生前期の遺物包含層。

第 X層 弥生前期の遺構ベース面である。

B.遺 構 

今回の本確調査で検出した主な遺構には、安棺・溝の遺構である。このうち費棺な第噛

層の黒色粘土層から掘り込まれており、土器形式編年から弥生時代中期(畿内第阻様式) 
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守
山
土
三
二 

のものである。又、下層で検出した溝は弥

生前期(畿内第� I様式)に掘られたことは、 ff第lトラァク� 

遺構上面において出土した器高約67cmの大 i判ヒ111J

壷があり、 この時期に比定される。� 

a.聾棺

調査地区の西南部分のK -013に要棺� 1基

検出した。弥生前期の包含層である黒色粘 一'0-...， /. 
土層から掘り込まれた長さ73cm、幅57cm、

深さ35cmの楕円形、円底状土壌内に弥生中

期の饗形土器に鉢形土器で蓋としてかぶせ

たままの状態で口を東に向け長軸方向はN

0 
司� 80-Eで土器棺の傾角lま2280'を計る。


蓋には、� 口径34.8cm、器高22.1cm、ャ旗径


40.2cm、底径10.0仰の鉢を用い、土器棺に

は、口径29.3cm、器高46.2叩、腹径36.1cm、

底径9.3cmの完全な形の襲形土器を用いてい

る。鉢及び警の特徴に関しでは出土遺物の

項で詳述することとする。

棺内には流入土と考えられる細かく軟か

い暗灰色土が流満していたが、衰の内部か

らは人骨その他の副葬品は検出できなかっ

た。又、愛棺上に盛土等の施設の存在も確
夕

4更
、� 

認できなかった。� 

y

b.溝

弥生時代前期の始め� (畿内第 I様式古段

品、

N

q長
階?)の時期のものと思われる遺構は溝 1

そミ
条で、、溝中から遺物は出土していない。

‘l !l1 

溝はK-013から� K-012・1-012 . 1 -011 

.K-01l区画内で検出された。溝は西から

東に向って直線的に行き、 1 -01l地区でほ

ぽ直角に南へ向って掘られた断面U字形の九 }
〈 

溝で、幅40cm、深さ30cmを計る。幅は狭い 山 

4

・
E
{
}
H
-

所で、30冊、広い所で50cmある。埋土は黒色� 第� 3図 雁屋遺跡遺構配置図

砂層によって埋めつくされている。
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溝の時期は、遺物が出土しなかったために不明であるが、 1 -011地区内の溝コーナ肩部

上面に口径36.8器高約67cm、腹径61.5の大型の壷形土器である。器形的には、肩がはり、

胴部と頭部の境には段をつけ、又、 口縁下にも段をもっ。顕部はやや内傾ぎみに下り、 口

縁部l立大きく外反する。器体外面は横方向のへラ研磨調整をする良好な弥生文化成立期の

土器である。又、同一層内から縄文式土器3点が出土している。 この土器は縄文時代最終

末の長原式のもので、 これらの土器からみて、溝の時期は縄文時代最終末~弥生時代前期

初頭に相当することは明らかで、どちらかと言えば弥生時代の人々によって掘られた溝と� 

考えられる。

A' 
ーー圃圃嗣.

A
q(

i
』� 

目白一一ー� (). P. 
1.()()M

A 

111 )
 

50cm 

第� 4図 雁屋遺跡第� 1号聾棺実測図� 
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町出土遺物

今回の調査において出土した弥生式土器としては、畿内第 I様式・第 E様式・第盟様式

第V様式の土器である。量的にみると、第 I様式の土器が大部分で約90%、ついで第 V様

式が約 8%あり、第 E様式と第皿様式は少量である。

第 I様式の土器は、セット関係が認められ、実用的な警が約60%、査が40%、鉢・蓋が

各 1点が認められている。

壷には北九州の板付式土器において、段が口縁部、頚部、胴部に確然たる区分文様をもつ

ものがあり、畿内最古型式の弥生式土器が出土している(第 5図-1)。

しかし大半の壷形土器は、削り出し突帯第 I種、第 E種少条、箆描沈線文小条の区分文様

(第 6図~第 8園)をもっている。又、貼付突帯があらわれ、箆描沈線が多条化の区分文

様に変化する段階のものも含まれており、佐原真氏が (r山城における弥生式文化の成立」 

1967)に第 I様式の古段階・中段階・新段階の 3段階に細別されている。

雁屋遺跡においてはこの 3段階の特徴をもっ土器が出土しているが、出土状況から考え

る上においては、古段階・中段階の土器を層位的に分けることは困難であり、同一層内に

おいて古段階・中段階の土器が包含層の中 iニ含まれることから、井藤暁チ氏が (r入門講座

・…弥生土器一近畿 IJ1981)に第 I様式を前期 1-第 I様式前半，前期 11-第 I様式後半に

、区分されている。

第 I様式の出土する壷・空からみて、井藤氏の区分が遺跡での出土から見る限り区分がス

ムーズに解釈することができる。

第 I様式から第 E様式への過渡期の土器として櫛描直線文土器(第7図-45)が認められる。

第困様式にみられる短く外反する口縁部をもっ鉢で胴部に簾状文と列点文をもっ文様と

土器腹部が張り、口縁部は体部から「く」の字に屈曲し端部は面をつくり上下に少し突出

する饗とを組合わせた斐棺(第 9図 77~78) 1基がある。

第V様式のものとしては、叩き目文様の土器片及びこの時期の底部(第 7国)が数点ず

つ出土している。

大形壷形土器(第 5図-1・図版 6)

口径36:8師、胴部最大径61.5cm、残存高64.7cm、復原器高約67cmを計る。口縁部は外反

し、幅 5cmに粘土を貼り付けてめぐらし肥厚させている。すなわち口縁下端において段を

形成する。頭部から胴部にかけての境には、箆研磨によって生じた凹線が段となって形

成している O 胴部は球形をなしている O 底部は欠失しているが貼付け痕跡から円盤貼り付

け状と推定される。外面は横・斜方向の丁寧な箆研磨で調整する o LI縁部は横方向の箆研

磨を行う O 胎土には石英を含み焼成は良好で、嗣部に黒斑を残す。色調は黄制色をなす。内

面胴上部から頭部にかけて粘土帯の接合部を指で押えた痕跡がみられる O 

-9-



重形土器・ A (第 6図-17・29・第 7同一30-31・図版 8) 

17) は口径 14.4cm、残存高 4.5cm を計る c 口禄剖;(土外反し、~長 4 cmの粘土を貼り付け肥

厚させている。口縁下端に段を形成している c 

29) は口径19.6cm、残存高5.5cmを計る。口縁部は外反して幅3.5cmの粘士を貼り付け肥

厚している O 口縁下端に段を形成 Lている。 

o 5 10 lScm¥¥¥ 
レ十T寸--.-.~~ー「マ γー←~~十」 、 ¥

ノ' 
/ 

第 5図雁屋遺跡遺物実測図・  I 
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30)は口径24.8側、残存高� 5.8仰を計る。口縁部は大きく外反して幅� 3cmの粘土を貼り

付け肥厚している。口縁下部に段を形成している。胎士には河内の土器とされている角関

石を多量に含む。� 

31) は口径19.4cm、残存高� 5cmを計る� 口縁部は外反し、幅� 4.1cmの粘土を貼り付け、O

口縁下端に段を形成している。

大形聾形土器(第� 6図-2-6・図版� 8) 

2)は口径34.4cm、残存高� 9.5cinを計る。口縁部は少し外反し、口縁端部に� 1条の沈線

を刻しでいる。頚部に� 2条の箆描沈線を施しでいる。内外面共によく研磨せられた仕上げ

である。胴部はややふくらみをもたせたもの。� 

3 )は口径37.0cm、残存高� 4cmo.4 )は口径35.4cm、残存高� 5.0cm、5)は口径35.0cm、

残存高� 5.0cm、6)は口径35.0cm、残存高� 4.5cmをそれぞれ計る。これらは� 2)の大形褒

形土器と同様に、口縁部を少し外反させ、口縁端部に� 1条の沈線を刻している。又、頭部

に2条の箆描沈線を施していると思われる� 内外面共に研磨仕上げをしているO O

鉢(第� 6図一� 7・図版� 9) 

口径26.0cm、残存高� 8.3仰を計る。菱形土器と同じく外反する口縁部を有する。この時

期の第� I様式新段階になると体部l二信状の把手を付けるものが多いが、この鉢は体部に貼

り付け突帯を� 1帯施し、頭部直下に� 3条の箆描沈線文を施したものである。内・外面を箆

研磨をなす。

聾形土器(第� 6図-8-13、・第� 7図-32-43・図版� 9) 

8)は口径20.0cm、残存高H.Ocmを計る。口縁部は「く」の字形に外反し、端部はやや

角ぱる。口縁端部に刻み目、頭部に� 1条の沈線を有す。胎士には河内の土器とされる角閃

石が多量に含まれている。� 

9 )は口径19.0cm、器高22.6cmを計る。口縁部は「く� J の字形に外反し、端部は丸い。

口縁端部に刻み目のみで沈線を有しな� p。胎土には角閃石を倉 4む。� 

10)は口径19.0cm、残存高6.3cm、11)は口径19.0cm、残存高5.2cm、12) は口径約19.5

倒、残存高約5.3cmをそれぞれ計る。� 10)の口縁部は外反し肥厚する。端部は丸い。� 11)

の口縁部は外反し端部は丸い。� 12)の[J禄部は欠失して不明で、ある� o 10)・11) は頚部に� 

4条、� 12)は頭部に 3条の沈綜をそれぞれ有す。� 10)・11)は胎土に角閃石を含む。� 

32)は口径19.8cm、残存高:5.0cmを計る。rJ縁部は「く」の字形に外反し、端部は丸い。

頭部に� 1条の沈線を有す。� 

34)は口径21.0cm、残存高11.3cmを計る� o r1縁部は外反し、肥厚する。端部は丸い。� 11

縁端部に刻み目、頭部に 1 条の沈線を有す。 Rtjj: に角 I~J石を含む。 

35 )は日経22.6cm、残存高 6.8cm を ~t る o [l縁部は「く」の字形に外反し、端部はやや

角ぱる� 口縁端部;に支i同fJ、頭部に� 2条の沈棋を有す。� 2条の沈線の聞に箆状工nの刺突O

12-
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文がある。胎土に角閃石を含む。 

36)は口符22.4cm、残存高 5.3cmを計る。日禄部!土「く」の字形に外使 L、端部は丸い。

頚郊に 3条の沈線を有す。 

37)は口径20.0cm、残存高 6.0cmを計る。仁l持部は「く」の字形に外反し、端部まやや

丸い。頭部に 1条の沈線文帯を浮き kらす感じのもので沈線下を箆磨き子法で抑えている

ものであろう O 

38)は口径19.0cm、残存高 9.0cmを計る。頭部に 1条の沈線を有す。 

39 )は口径29.6cm、残存高 3.0cmを計る。頭部に 2条の沈線を現存するが、 40)の口径

とほぼ同じく、又、沈線の幅も肩J--であることから頭部に 3条の沈線を有していたものと

思われる。 

40)は口径29.6cm、残存高 4.7cmを計る。口縁部は「く」の字形に外使し、頭部に 3条

の沈線を有す。 

41)は口任 19.0側、残存高 6.5cm、42)は r1径19.6cm、残存高 7.0cmをそれぞれ計る。

口縁部は外反し端部は 41)が丸く、 42)がやや角(まる。口縁端部は共に刻み目を施し、頭

部に 41)が 2条、 42)が 4条それぞれ有す。 42)の胎士には石英砂を多民に合む。 

43)は口佳20.0cm、残存高 2.2cmを計る。口縁部は「く」の字形に鋭く曲がり、頭部に 

1条の沈線が有す。胎土には石英を含む。

彊形土器.B (第 6図 -14-28、第 7図，-44-46・閃版 8 ~1O) 

大形査形土器及び壷形土器・ Aに認められる口頭聞に段を形成するもの以外をここでは

仮に壷形土器・ Bとして取り上げる。ここで取り扱う土器形成には、井藤氏が論じている

第 I様式の細分で前半 I-b段階のものである削出突帯第 I種のものや、 I-c段陪の持IJ

出突帯第 E種多条・前半 H段階に多くみられる貼付け突帯に安IJ目を入れているもの、た!頭

査の肩部に 10条十 7条の櫛描直線文を施されているものまで、この壷形土器 Bの中にイ必

入れて説明する O すなわち第 I様式前半から第 H様式に合まれる時期までとする υ 

14 )は口径11.6cm、残存高 4.3cmを計る。顕部から同曲して外反する[j械部で、頭部に 1

条の箆描沈線を有す。 胎土には角閃石を多く合む。 

15 )は口径13.2cm、残存高 3.5cmをilfる。頭部から JHi，曲して外反する [J縁部。 

16-)は口径13.4cm、残存高 3.5cmをI汁るつ主任く斜めに外 Ii.する r1械部で、頭部に 2条も

しくはそれ以上の箆描沈線支をイi九IlfU:には角 WJ引を討しJ 

17)は rl伐14.4cm、残存高 4.5cm~，:r る l 大手く 7卜Ii. -j-るr H~ì'fll で頚 ;~I; に沈線文需を ir

き上げら -tr-dじのものである c J1f，'Lには 1'11)~J イ 1 を ;i; t人 

18 )は[1任13.0cm、残存i:':i3.0cm ~ ，:1る 大手く外反する r1株主1Iで、 r1神却に焼成 liijに

紐孔を 1 f~占i穿つーJ1f，'士に角 I~nî ~をか吟 

19 )は Llft15.4cm、残存出 4.9cmを，:1-る《大うくすトばする r1縁;切で. も描沈条のj 1(.: fll~fi;'
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線文を有す。胎土に角閃石を含む。� 

20)は口径12.0cm、残存高� 4.9cmを計る。大きく斜めに外反する口縁部を有す。胎土l二

は角閃石を含む。� 

21)は口径14.6cm、残存高� 6.0cmを計る。大きく斜めに外反する口縁部を有す。胎士に

は石英や雲母が含む。� 

22)は口径14.2cm、残存高� 4.2cmを計る。大きく外反する口縁部を有す。胎士には角閃

石を含む。

お)は口径13.3cm、残存高� 4.2cmを計る。大きく外反する口縁部で端部を肥厚する。頭

部に� 1条の箆描沈線文を有す。飴土には角閃石を合む。� 

24)は口径13.0cm、残存高� 3.2cmを計る。短く外反する口縁部で頭部に削出し突帯を施

している。� 

25 )は口径13.0cm、残存高� 3.7cmを計る。大きく外反する口縁部で頭部に� 3条の箆描沈

線文を有す。胎士には角閃石を含む。� 

26)は口径14.8cm、残存高� 4.1cmを計る。大きく斜めに外反する口縁部で3条の沈線帯

の� f'，下を箆磨き手法で押えて沈線文帯を浮き上らす感じを出している。井藤氏は前半� I 

b段階の土器である。胎土には角閃石を含む。� 

27)は口径13.0cm、残存高� 5.2cm 28)は口径14.8cm、残存高� 4.9cmをそれぞれ計る。共

に大きく外反する口縁部を有す。胎土には角閃石を含む。� 

44)は口径16.0師、残存高� 8.0仰を計る。� r<Jの字形に大きく外反する口縁部を有す。

胎土に石英砂を含む。非河内産の土器である。� 

45)は口径10.9.師、残存高12.3cmを計る。問頚査で肩部に10条と� 7条の櫛描直線文を施

こす。胎土には、石英を含む。非河内産であり、摂津の土器と思われる� O 

46)は壷の肩部の破片である。貼信突帯文を有し突帯覇に刻日を施している。胎土に石

英を含み非河内産である。

縄文式土器(第� 7図-57-59・図版11) 

58 )は縄文時代晩期の最終土器型式である長原式の深鉢の口縁部である。口械部の突帯

は端部の調整と突帯の貼付けを同時に行なう。口縁端部に突帯の上下を挟んでなでている。

刻目は磨滅によって小さな� D字・� O字・� V字であるか不明である。� 

59)も同様の手法によって作られ刻目も磨滅で不明である O

壷・聾形土器底部(第� 7閃-47-56)

実測同可能な底部をここに掲載した。第� I様式の包含層及び上面の第囲様式から第V様

式のものまで、含まれている O 

51 )は底部穿孔土器で内側任1.0x 0.8 cm、外側径� 2.2x 2.0cmを計る� 孔は焼成O

前に内側から真直ぐに穿孔きれる。� 

-16 



鉢形土器(第� 9凶-77・rzl版� 6-7)
 

U 径34.8cm、腹径40.2cm、氏径1O.Ocm、器高22.1cmを計る。完形品で段状の口禄部をも


ミ。Lっ。日縁部上端は内方に傾斜。口縁よりJ]~径が大き 縁部LJで強く屈曲するつ1;反古J] 端1:

面及び端部内面をヨコナデ、外面施文部以下を横方向のヘラミガ、キ、内面上端lま横方向の

へラミガキ、内面下端は縦方向のヘラミガキ。{本部上半に簾状文・列点文を施すコ

聾形土器(第� 9凶� 

-78..図版� 6-7) 

口径29.3cm、 J]担任� 

36.1cm、底径9.3cm、

器高46.2cmを計る。

完形品で旬く立つ頚� 

部に外反する� rl縁部

で、� U縁端面上下に

拡張。� f宇部の張りは

少ない。口縁部端面

は強くなでている。

口縁部端面・内外面

・頭部内面ヨコナデ、

頭部外面は刷毛状原

体でナデ。外面体部

上半に斜め方向の刷

毛目、 下半はドから� 

1--へのへラケズリを� 

n守っている。

()

布

袋

し

あ

ん
]
ル 

、也

器

村

の

土

器

も

ノ 

」

4

川 

」

争

人

・ 

鉢

は

し

の

器

土

こ

士

出
形

て

UJ
A
V
/

J

}
u
fE 

5 る。

10 

15 78 
C町1 

第� 9図 雁慶遺跡遺物実測図� .w 
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紡錘車(第10図-72-73・図版10)

本遺跡出土の紡錘車は 2点である。いずれも円盤形の中心にー孔を穿つものであり、製

作時からすでに紡錘車として作られたものである。土器片を再利用して適当な大きさに打

ち割り孔を穿ったような紡錘車は 1点も出土していない。

紡錘車 2点は前期包含層下層からの出土であって、時期的には削出突帯第 H種少条の土

器と伴出している。 

72 )は直径 3.9.x 3.8cm、厚さ 0.8 ~1. 0cm、孔径 0.6 x 0.6 cmを計る。完形品で

中央部と周縁部の厚み1がほぼ一定。側面は押えて面をなす。全体をナデ調整を行う。孔は

焼成前に一方から真直ぐに穿孔される。色調は明褐色。 

73 )は直径 5.6x 5.7cin、厚さ 0.9- 1.4cm、孔径 0.8x 0.8cmを計る。完形品で中

央部が周縁部よりも厚いが、片面は平坦。側面は丸昧をもっ。表面磨滅のため調整不明。

孔は焼成前に一方から穿たれたが、他方に穿孔時の粘土が盛り上がりがみられる。孔の縦

断面はロ形を呈す。色調は暗褐色で雲母、黒雲母の細粒を大量に含み生駒西麓産である。

大型蛤刃石斧(第10図-74)


本遺跡、出土の大型蛤刃石斧は 1点、である。長さ 11.0cm、幅 5.6cm、厚 4.cmを計る。基
-3

部中央で横割れ、刃先の形状は円刃である。刃先には刃こぼれがみられるが鋭L、。表面は

丁寧に研 

-([) 磨されて

いる。石

C工Eコ72 材は輝緑

岩である。

74 

O 
ζJI:コ 73 

5 

10 

第 10図雁屋遺跡遺物実測図・  V 
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石庖丁(第 10図一 75-76・凶版12)

本遺跡出土の石庖 nま2点であるといずれも内仁形態のものでほぼ完形品であるつ時期

的には紡錘車と同時期で第 I様式のものであるつこの石庖 Fのタイプは背部と刃部がI丙ピ

位に外奇し、端部が尖がるものであるり 

75)は長き 14.6師、幅 4.6cm、厚 0.9cm、紐孔間距離 2.4cmを計る c 片刃で両面とも細

かな研磨痕がのこる。石材は黒色片岩である。 

76)は長さ 13.4cm、幅 5.6cm、厚 0.9cm、紐孔明距離 2.9cmを計る。身幅はやや広く、

端部はやや円みをもっ。両面共に研磨痕がいちじるしく残る。石材は流紋岩である。

その他の石器として柱状片刃石斧(図版11← 81)や、叩石(図版11-79)がある。又、

不定形石器(図版13-84)はサヌカイト製である。 

-19 



V キ小 と め

今回の調査面積約420平方メートルの中で発見された遺構は弥生時代中期の斐f'li、Jiij期の� 

した。1: 1¥1善が確認され、各遺構内外から時代決定を行う土器・石器・石製品等が多民にi

調査で得た史料と遺物をすべて完全に報;与することは膨大な抵であり、周辺の遺情と什� 

j与則111¥された1乏で検lの調査[uJわせて今後調査報告書を刊行していきたい。 従って以下、今

の遺物が河内湾を取り囲む場所にも同様の出土状況であり、 ここでそれらの遺跡との関係

を切って考えることができな p。そのことから少しふれてあ、きた ~'o

大阪市鶴見区の府立茨田高等学校建設用地で1974~1975年に調査され、畿内第 I 様式中

段階の壷が出土している。湖中中川では最古の弥生集落で、ある。

四{燦畷市!刊原遺跡は、住宅都市整備公悶H1I東村l地理，;立に{半う調査で発見されたもので、

大阪と奈良とを結ぶ古道の清滝越えで、 交通1:の安J也でもある。また枚方に注く大牟の川の

1:流域であるところでもあるつ	 この川聞から畿内第� I様式新段階の壷� 1.'.'.i.fJ"出

大東市中垣内の関西電力東大阪変這所建設にf半い、� 1959年� 7Hに調査され� 3ヶ所の� Jj形

'，1:している。11様式から阻悼式までの堂・饗・石器・木製品がIの小竪穴住民跡から畿内第� 

東大阪市の生駒西麓では� 7遺跡(芝ヶ丘・両ノ� j土・{:.fj_\!~・ IJ<主・鬼!た川・縄子・鬼塚)

から前期の土器がtHている� o Jj<定・鬼1，E川及び縄子以外はすべて土器採集品であるため H~

士状況は不明である。

鬼虎川遺跡は溝3及び土墳が険11¥され、内外において脊・禁・鉢がそれそ。れ出土してむり、 

1:次堆積1日!の遺跡として汚名であるが、11IIW¥lj様式のものである。縄子遺跡は縄丈I第� 

のIれから少抵の� T二器片がtH土している� J

鬼塚遺跡は京大阪市箱殿町に所作:十る遺跡で弥'1'J日照iの遺構は検出されて� L、ないが、縄

文H、?代晩期の1:器とともに前期の土出片が11'，1:しでいる。

Jiiで、11)の中央，lti次に東大阪� iJUlのJ:誌が，[1'，1:する遺跡は、特に� utiJl1と長瀬川に挟まる地

域に多く認められる o ~tから、新家・ l列岩 111 .瓜生堂・特ょUt.1117'1'・ .m者1.f七堂の各遺

跡で出土しているが、特に山賀遺跡はi事Utl kmに広がる大集活であり、中央庁1; に集落を Jf~ 

成している jヒと r~が少しドり、 11 1 央 ，'Hj IJt-.段I;aJjくなっている"� 81Eの j存や j:~a状遺構が検

出しており、� IIJ賀遺跡にむいてはliiiJUlの'11段|析から新段|;i?にかけての集落である。え、 k 

陣式の新段|析からIしたl:出からみて抗1:，'1'に広がる泣跡で，Ut300m十I国遺跡、にむいては、� 

始まる集落である O

凡i長瀬JIIのlf!ilJから� 1:町ft地にかけては、(0.JJ:・.tJN.111・八回IN・1五岐・桑ilt. ~~の山がそ

れぞれあげられる「

1-，ど2いて;持1;、??:二ll，よrli.It八� 

下 Jl;~i から ~11 十;わにの f)rVHf'iの 'llit- 鉢. ~!~がそれそれ，'1'，上 L でいる l

ー20-

している1:tI'，が~:ff:日!の1:liij!三かん明ソ1 1夜間t イ，'4SD02の



1.安満遺跡� 

2.郡家川西遺跡� 

3.耳原遺跡� 

4.出口遺跡� 

5.柱本遺跡� 

6.東奈良遺跡� 

7.八雲遺跡� 

8.森小路遺跡� 

9.橋波遺跡� 

10.雁屋遺跡� 

11.田原遺跡� 

12.中垣内遺跡� 

13.灰塚遺跡� 

14.諸福遺跡� 

15.茨目安田遺跡、� 

16.新家遺跡� 

17.西岩田遺跡� 

18.瓜生堂遺跡� 

19.山賀遺跡� 

20.美園遺跡� 

21.佐堂遺跡� 

22.水走遺跡� 

23.鬼虎川遺跡� 

24.西ノ辻遺跡� 

25.鬼塚遺跡� 

26.鵜立遺跡� 

27.縄手遺跡� 

28.思智遺跡� 

29.船橋遺跡� 

30.国府遺跡� 

31.久宝寺遺跡� 

32.亀井遺跡� 

33.城山遺跡� 

34.長原遺跡� 

35.八尾南遺跡� 

36.瓜破遺跡� 

37.桑津遺跡� 

38.森ノ宮遺跡� 

39.崇禅寺遺跡� 

40.芝ケ丘遺跡

14 
O 

i可内湾�  

15 
O 

( )5km 

No. 16) 

第11図� 河内湾岸の弥生前期から中期初頭の遺跡分布図
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藤井寺市では船橋・国府の 2遺跡から前期の新段階の土器が出土している。

最後に河内湾の北岸においてみてみると、大阪市坦区新森の森小路遺跡で1931年!こ灰同

整理事業に伴う調査において多数の土器が出土した。これらの土器は畿内第 H様式のもの

であるが木製農耕具も出土しており、今後の調査にわいて前期にまで上る可能性がある。

守口市西橋波西之町の大阪電気通信学園から 1931年頃に畿内第 I様式新段階の土器が出

土したと伝えられている。

守口市八雲北町の淀川河川敷で1971年に縄文時代終り頃の土器とともに畿内第 E様式の

土器片が採集されている。

守口市長池町においても畿内第 E様式の土器が出土している。

これらの遺跡と同様の中期に出現する遺跡は他に大東市諸福・新田・灰塚・寝屋川市小

路・門真市古川の遺跡、があげられる。

今まで見てきたものは、河内湾のほとりに出現する弥生の遺跡、特に雁屋遺跡で出土し

た前期を中心とした遺跡を列挙したが、やはり畿内第 I様式の古段階、すなわち壷の口縁

下及び肩部に段をもっ土器が出土するのは、雁屋では確実に認められ、大阪府下において

始めて九州から弥生文化を持ち込まれた場所は今同の調査地である四候暇市雁屋遺跡であ

ったことが今回の調査において明らかになった大きな成果である。 
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